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 美浜 3 号機は７月半ばには、新基準に適合しているとの「審査書案」が下りると予測されて

いる（日経 6 月 30 日）。その後、工事計画と運転期間延長の認可を今年 11 月末までに受け、40

年を超える運転に入ろうとしている

（実際は耐震工事が2020年3月までか

かると予測）。老朽化と耐震性できわめ

て危険な美浜 3 号機の運転認可を許し

てはならない。 

 美浜 3 号機は右図のように、まさに

断層の巣の中にある。基準地震動は下

表のように 24個もあり、Ｃ断層が Ss-3

の最大加速度 993 ガルをもたらす。 

 このＣ断層は、長さ 20.6km、傾斜角

（地表面から見た断層面の角度）60 度、

幅 17.3kmで、面積は 355.5km2なので、

決して大きい断層ではないが、美浜 3

号機のすぐ傍にあるので影響は大きく、

最大加速度 993 ガルは大飯原発の 856

ガルを上回っている。 

さらに、島崎氏の提言によれば、入倉・三宅式に基づく上記加速度は過小評価であり、熊本

地震に照らすとその 1.5 倍になるので、1490 ガルにもなる。 

６月 20 日の規制委員会では、島崎提言を受けて、大飯原発の基準地震動について別の方法で

計算してみることが決まった。地震加速度は美浜 3 号機の方がむしろ大きく、しかも老朽原発

なのだから、当然美浜 3 号について同じ措置がとられるべきである。 

 我々の運動は

2013 年秋以来、日

本の断層の特性を

反映した武村式を

適用するよう要求

してきた。熊本地

震が改めてこの要

求の正当性を裏付

けた。基準地震動

の見直しを要求し

よう。署名運動や

裁判を通じて大き

な力を形成し、美

浜 3 号の寿命延長

認可を阻止しよう。 


